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【当時の被害状況】

人的被害 なし

住宅被害 全壊７件 半壊５４件

床上浸水７７件 床下浸水９２件

今庄・河野地区で大きな被害

激甚（げきじん）災害指定

大規模な地震や台風など、著しい被
害を及ぼした災害

樹木が流れつき家の
中に入れない状態

住家が浸水し、住む
ことが困難に
さらに車が泥水に浸
かって使用不能に

2022年８月４日から５日にかけて、南越前町では
426.5 ミリ（平年８月降水量の2.3倍）の大雨となった。



【災害ボランティア
センターの運営】

2022年8月6日 南越前町社会福祉協議会が災害ボラ
ンティアセンターを開所

・災害ボランティアセンターとは
ボランティアをしたい人とボランティアに
来てほしい人をつなげる場所

・活動内容
・ボランティアの募集
・活動場所への送り出し
・ニーズの把握
・作業用資材の準備
・SNSを活用した情報発信

・工夫、改善
・ボランティア受付にGoogleフォームを活用
・円滑な運営のため、班ごとのマニュアル
を作成し従事者が日々更新

・大切にしていること
・適切な情報発信
・二次災害の防止
・コロナ感染の防止

事前申込者と当日
受付者で列を分け
て混雑の緩和！



【地域の復旧支援】
災害で心に傷を負った人たち、そして地域住民
の憩いの場を提供【地域ふれあいサロン】

【社協の活動】
・被災者宅を一軒一軒訪問
・くらし復旧支え合い窓口（個別相談）
・精神面のケア
・ボランティア団体と協力して地域ふれあい
サロンを再開させた

皆で楽しくリースづくり♪
皆で協力して作ったり、可
愛いくてユニークな飾り付
けに夢中になり、いやなこ

とも忘れられる！
最高のひと時を味わえる！

皆でロールケーキ作り♪
どのロールケーキもすごく
おいしそう！互いに教え
合ったりすることで住民同
士のきずなも深められる！
各々自分たちで作ったロー
ルケーキを食べてみんなす
ごく笑顔で見ているこちら
側がすごく癒された！
「おいしいは笑顔！！」



【まとめ】
南越前町社会福祉協議会

住民一人ひとりが住み慣れた地域でいきいきと
した自立した生活を実現するために…

だから災害発生時だけでなく、災害収束後も個人や地
域に対して、継続的な支援を円滑に行うことができてい
たのだと分かった。

今後、あなたの住む地域をより住みやすくするために、
また災害が起こってもみんなで支え合える地域を創って
いくために、ボランティア活動に参加してみませんか？

個別支援
（個別の課題を
専門職等で支援
を行う。）

地域支援
（地域の課題解
決に向けた地域
づくり等を行

う。）

日頃から個別と地域に視点を置いた活動
を地域住民とともに行っている。


